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立
那
由
工
業
合
作
連
動
に
つ
い
て

言3L

ヲE

支
那
の
工
業
合
作
運
動
に
つ
い
て

菊

太

良E

田

周
知
の
や
う
に
、
支
那
の
屯
代
工
業
は
、
交
通
事
情
、
外
岡

と
の
閥
係
、
奮
闘
民
政
府
の
揚
子
江
中
下
流
流
域
中
心
主
義
な

ど
に
よ
っ
て
、
上
砕
を
集
め
、
海
岸
・
浩
江
白
梅
市
に
著
し
く

集
中
し
て
ゐ
弘
だ
か
ら
、
事
務
に
よ
り
そ
白
殆
ん
ど
全
部
が
我
が

草
の
制
庭
下
忙
蹄
し
た
。
そ
こ
で
、
重
度
政
模
・
中
閥
共
産
誕

は
河
北
・
西
市
・
川
康
左
ど
奥
地
と
所
謂
遊
撃
地
匝
に
工
業
主

移
脚
乃
至
建
設
し
、
以
っ
て
軍
事
上
並
に
民
生
上
白
工
業
製
品

需
要
を
若
尾
せ
ん
こ
と
を
意
闘
し
た
。

も
し
己
白
窓
闘
が
克
分
賓
現
し
得
た
な
ら
ば
、
貫
慶
及
び
共

産
業
の
抗
戦
力
が
相
川
品
に
補
充
さ
れ
る
許
り
で
な
く
、
背
・
宋

南
波
後
に
於
け
句
。
江
南
む
開
設
に
も
似
た
、
支
那
経
済
一
見
心
白

第
五
十
一
一
一
審

七

回

第
六

腕

F、

六
時
世
動
と
在
る
が
、
来
し
て
如
何
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。
と
云

ふ
の
は
、
工
業
白
性
格
と
そ
の
立
地
保
件
と
は
相
互
に
他
主
規

定
ず
る
と
一
式
ふ
も
白
L
、
後
者
の
成
熟
に
は
時
聞
を
要
し
、
念

激
に
移
碍
或
は
建
設
さ
れ
た
工
業
は
、
そ
の
性
格
の
著
し
い
麹

化
を
免
れ
得
点
下
、
現
在
白
支
那
奥
地
工
業
も
そ
の
例
に
は
洩
れ

た
い
か
ら
で
あ
る
。

奥
地
に
移
陣
或
は
建
設
さ
れ
た
工
業
は
、
そ
の
経
替
形
態
に

於
い
て
、
規
模
の
比
琉
的
大
き
い
工
場
に
よ
る
も
の
と
、
工
業

合
作
祉
に
よ
る
も
り
と
に
大
別
し
得
る
。
こ
の
内
、
前
者
が
如

何
た
る
欣
況
に
あ
る
か
は
、
別
の
機
舎
に
護

p
、
己
t
A

で
は
合

作
壮
に
よ
る
L
業
の
賓
情
並
に
意
義
を
考
察
し
ゃ
う
と
思
ム
。

務
し
、
t
業
合
作
(
略
し
て
工
合
運
動
)
を
援
助
す
る
米
人
等
は
、

と
れ
と
そ
抗
戦
力
の
重
要
支
柱
た
る
の
み
友
ら
中
、
支
那
の
賞

情
に
趨
合
し
、
戦
後
心
経
済
を
推
進
す
る
に
足
早
経
借
形
態
で

あ
る
と
呼
枕
し
て
庶
り
、
そ
の
吟
味
が
要
請
さ
れ
る
と
と
に
基

〈

工
合
運
動
の
一
叢
怖
は
、
未
だ
明
瞭
で
た
い
姑
が
多
く
、
偶
々

遭
遇
す
る
佼
注
に
も
守
偉
的
潤
色
が
少
く
危
い
。
そ
こ
で
、
本



稿
で
は
、
恨
に
沈
雷
春
・
隙
禾
掌
編
著
、
中
国
戦
時
経
済
建
設

の
rEω
寸

E
E
m
「
O
「
与

OEI

(
民
三
九
年
)
及
び
、

Z
E
4
5
一E

。
。
呂
の
〕
三
位
ω
向
。
-
Y
O『

η
。
。
町
一
命
日
C
〈
命
】
回
(
}
口
氏
弓
-
同
一

vz
主
主
た

る
資
料
と
し
て
、
記
述
を
進
め
る
。

工
合
運
動
白
目
標
は
、
(
こ
支
郊
の
賓
情
に
遁
し
た
合
作
枇

社
る
組
織
に
上
り
、
奥
地
の
在
来
工
業
並
に
新
工
業
を
荷
旧
民
せ

し
め
、
各
地
域
の
資
源
・
原
料
を
利
用
し
、
岡
内
需
要
主
充
足

す
る
と
と
、
(
二
)
重
度
政
権
主
に
遊
撃
地
匝
D
抗
戦
力
に
針
し

円
本
軍
D
攻
撃
に
よ
る
被
害
の
最
も
軽
微
注
工
業
的
基
慌
を
輿

へ
る
己
と
、
(
三
)
事
境
に
よ
り
失
業
移
動
せ
る
技
術
者
、
崎
町
働

者
、
傷
兵
、
難
民
を
救
済
す
る
と
同
時
に
、
己
れ
を
工
業
戦
線

に
動
員
す
る
と
と
に
あ
り
と
さ
れ
る
。

例
へ
ば
、
行
政
院
長
孔
鮮
燃
は
、
「
古
川
工
業
合
作
運
動
」
在
る

文
中

第
一
白
鈷
に
つ
い
て
大
韓
吠
の
や
う
に
云
ふ
。
「
工
合

運
動
は
、
支
那
の
工
業
に
一
僚
の
新
路
を
指
示
す
る
。
査
し
、

従
来
の
支
那
は
、
何
ら
自
主
的
立
揚
よ
り
港
縛
す
る
こ
と
た
く

欧
米
の
工
業
制
度
を
模
倣
し
た
結
果
、
工
業
り
港
市
集
中
、
農

支
那
町
工
業
合
作
運
動
に
づ
い
て

村
人
口
の
都
市
流
入
を
始
め
、
多
く
白
好
ま
し
か
ら
ざ
る
現
象

さ
へ
描
出
生
し
た
。
と
れ
に
針
し
、
工
業
の
地
方
分
散
は
、
欧
米

に
於
い
て
も
既
に
そ
の
要
が
高
唱
さ
れ
、
支
那
に
つ
い
て
は
特

に
必
要
目
つ
誼
切
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
、
合
作
枇
友
る
組

織
は
、
工
業
の
地
方
分
散
管
現
の
た
め
の
最
も
有
殻
左
手
段
と

在
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
支
那
は
、
工
業
合
作
に
於

い
て
、
始
め
て
、
自
闘
に
摘
切
た
工
業
経
替
組
織
を
見
出
し

と
れ
に
よ
っ
て
欧
米
工
業
の
利
貼
の
み
を
享
受
し
、
そ
の
恵
弊

を
免
れ
得
る
」
と
。

彼
は
ま
た
第
二
鞘
に
つ
い
て
も
吠
の
や
う
に
云
ふ
。
「
支
郊
の

工
業
中
心
地
域
は
、
沼
海
の
省
市
に
あ
っ
た
た
め
、
工
業
生
産

力
の
七
割
以
上
が
既
に
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、
政
府
茨
ぴ
内
地

住
民
ほ
工
業
製
品
の
供
給
不
足

K
悩
ん
で
ゐ
る
。
然
る
に
、
近

代
戦
争
は
一
聞
に
於
い
て
、
工
業
力
の
戦
争
と
見
ら
れ
る
か
ら

重
度
政
権
及
び
遊
撃
城
原
は
、
工
合
運
動
忙
よ
り
、
所
在
の
資

源
-
持
力
を
前
則
し
、
工
業
製
品
主
生
産
し
、
軍
需
品
出
に
民
需

の
充
足
を
計
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
」
と
。

更
に
、
第
三
の
目
棋
、
特
に
難
民
救
済
に
つ
い
て
、
香
港
工

勢
五
十
三
日
巷

七

五

ブL

第
ノ、

競



支
那
白
工
業
合
作
運
動
に
づ
い
て

合
運
動
推
行
枇
名
春
駐
毘
た
る
孫
夫
未
亡
人
宋
慶
齢
は
云
ム
。

「
難
民
は
必
や
し
も
事
経
に
よ
っ
て
始
め
て
生
ヒ
た
諜
で
た
〈
、

従
来
と
雄
も
、
そ
白
浦
洲
移
住
P
一
援
助
す
る
設
備
と
し

τ
、
北

方
各
省
政
府
と
慈
善
機
関
と
の
共
同
に
よ
る
樹
導
所
及
び
集
中

替
が
あ
り
、
ま
た
、
華
洋
義
販
救
済
総
合
は
、
屡
々
難
民
を
雇

傭
し
て
治
水
・
水
利
の
諸
工
事
を
行
は
し
め
た
。
似
し
、
己
れ

ら
工
作
は
、
救
済
さ
れ
る
範
囲
が
難
民
の
一
部
に
隈
ら
れ
、
ま

た
そ
の
作
用
が
一
時
的
た
る
に
過
ぎ
泣
い
歓
黙
が
あ
っ
た
。
然

る
に
、
合
作
組
織
に
よ
り
農
村
工
業
主
興
せ
ば
、
難
民
の
大
部

分
に
著
し
く
永
綾
的
な
仕
事
を
奥
へ
得
る
」
と
。

と
れ
に
よ
っ
て
、
工
合
運
動
が
如
何
在
る
意
義

E
捨
は
さ
れ

て
ゐ
る
か
を
、
ほ
Y

了
解
し
得
る
。

工
業
合
作
運
動
白
起
り
は
、
民
図
二
十
七
年
四
月
上
海
に
結

成
さ
れ
た
中
国
合
作
促
進
委
員
舎
白
唱
導
に
基
〈
。
己
の
舎
は

重
度
側
支
那
人
と
と
れ
に
同
情
す
る
在
支
外
人
の
組
織
に
係

り
、
支
那
に
於
け
る
工
業
合
作
運
動
に
つ
き
種
々
墨
策
し
た
。

4
1
に
、
右
委
員
曾
が
計
聾
し
た
中
園
合
作
杜
賓
現
の
機
闘
と

第
五
十
三
巻

第
六
韓

七
一
六

O 

し
て
、
孔
行
政
委
員
長
・
籍
軍
事
委
員
長
の
指
示
、
宋
燈
齢

宋
美
齢
ら
の
援
助
に
よ
り
、
民
図
二
十
七
年
八
月
、
重
度
化
中

図
工
業
合
作
協
舎
が
成
立
し
、
後
寓
牒
に
移
り
、
現
在
で
は
重

慶
に
あ
る
。
と
の
協
舎
は
、
本
部
、
巨
省
耕
事
庭
、
事
務
所
の

三
段
に
組
織
さ
れ
、
直
接
工
業
牛
産
を
行
ふ
も
白
で
左
く
、
専

ら
、
合
作
一
枇
の
組
織
、
金
融
上
の
援
助
、
技
術
上
の
指
導
、
企

重
統
制
等
に
営
っ
て
ゐ
る
。

右
協
舎
の
匝
省
耐
師
事
庭
・
事
務
所
々
在
地
、
並
に
所
属
合
作

枇
白
概
況
を
見
る
に
、

第
一
表
直
、
省
醜
事
務
所
々
在
地

地
区
省
耕
事
昆
所
在
地
事
務
所
々
在
地

西
北
回
附
西
省
賓
鶏
麟
〔
陣
西
〕
費
鶏
・
南
蝉
・
河
豚
・
健
石
輔
(
鳳

麟
)
・
鳳
朔
・
延
安
・
西
安
・
褒
拭
・
橘
林
・
隠
勝
、
〔
甘
粛
]
天
地
・
蘭

州
・
雨
情
・
奉
安
・
甘
谷
、
パ
阿
南
〕
鎮
平
、
[
山
西
〕
晋
甫
(
前
に
は
陽

揖
)
、
〔
河
北
〕
老
向
日
。

西
南
匝
庚
西
省
桂
林
市
〔
湖
南
〕
郁
腸
・
零
陵
・
街
陽
-
E
江
・
淑
浦
・

曾
同
・
新
化
・
郁
陽
・
武
問
、
〔
康
両
〕
桂
体
、
〔
貴
州
]
貴
陽
。

東
南
匝
江
西
省
報
麟
〔
江
間
〕
載
豚
・
興
闘
・
零
都
・
轟
都
・
端
企
・
悉

川
・
上
檎
・
永
製
・
大
民
・
髄
南
・
南
康
、
〔
庚
東
〕
和
平
・
南
雄
、
〔
繭

建
〕
長
汀
、
[
漸
江
〕
麗
水
、
〔
安
徽
い
屯
様
。

川
康
匝
(
但
し
酉
康
省
白
脈
況
は
不
明
)
重
慶
市

重
慶
市
・
三
台
・
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己
れ
に
よ
り
、
工
業
合
作
枇
の
組
織
が
相
営
改
達
し
て
ゐ
る

支
那
白
工
業
告
作
運
動
に
つ
い
で

地
域
は
、
未
だ
極
め
て
少
敢
な
る
こ
と
、
ま
た
、
合
作
枇
白
祉

員
数
が
末
野
一
極
め
て
少
く
、
そ
の
資
力
の
貧
弱
左
己
と
が
知
ら

れ
る
。

四

工
業
合
作
祉
白
事
業
総
借
方
式
は
、
安
白
三
種
に
分
れ
る
。

(
一
)
集
鶴
式
。
後
方
安
全
地
院
に
於
い
て
、
相
官
多
数
の
枇
員

が
同
一
場
屋
に
集
り
、
若
干
の
機
械
設
備
に
よ
り
、
共
同
し
て

作
業
す
る
も
の
。

合
己
分
散
式
。

農
民
が
地
方
原
料
を
利
用

し
、
農
閑
期
に
、
各
家
庭
に
於
い
て
遡
宣
行
ふ
も
の
。
(
三
)
混

合
式
。
己
白
内
、
集
惜
式
を
原
則
と
し
、
そ
白
不
可
能
た
る
揚

合
に
白
み
他
の
方
式
に
依
る
。

工
業
の
種
類
を
見
る
に
、
抗
戦
時
期
に
あ
る
軍
民
白
緊
急
需

要
を
充
厄
す
る
外
、
勝
山
地
白
経
済
建
設
の
基
礎
を
定
め
る
意
岡

か
ら
、
紡
織
・
化
串
了
鱗
冶
・
機
器
・
電
気
・
交
通
用
具
・
共

他
の
七
工
業
部
門
と
し
、

E
っ
越
地
油
業
主
義
に
基
く
一
定
の

計
葺
に
よ
り
、
重
複
D
排
除
と
生
産
費
の
節
減
に
努
め
る
と
云

っ
て
ゐ
る
。

但
し
、
前
記
じ
工
業
部
門
及
び
そ
の
内
白
各
工
業
が
平
等
に

第
五
十
=
一
巻

第
六
韓

七

七



支
那
由
工
業
合
作
運
動
に
つ
い
て

務
達
し
て
ゐ
る
誇
で
は
な
く
、
紡
織
工
業
(
特
に
紬
締
結
締
・
綿
布

製
織
)
、
化
問
学
工
業
(
特
に
製
草
・
製
紙
)
主
主
と
し
、
他
は
皐
忙
見

本
的
た
存
在
た
る
に
過
ぎ
な
い
。

生
産
物
の
種
類
・
数
量
、
経
肱
百
欣
況
に
つ
昔
、
注
意
す
べ
き

も
白
を
拳
げ
れ
ば
、
突
の
如
く
で
あ
り
、
工
合
組
織
に
よ
る
生

産
が
大
崎
如
何
様
た
性
格
白
も
の
で
あ
る
か
を
知
り
得
る
。

(
一
)
股
脂
棉
及
ぴ
ガ
ー
ゼ
の
製
浩
。
支
那
は
平
時
宇
一
の
供
給

を
外
園
に
仰
い
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
抗
戦
に
よ
り
増
大
し
た

需
要
を
同
内
で
賄
ふ
た
め
、
西
北
匝
費
鶏
白
月
産
一
一
時
六
千
徐

封
度
、
西
南
阿
祁
陽
一
一
品
飴
封
度
で
、
雨
底
合
計
の
年
産
額
約

四
十
寓
元
と
一
去
は
れ
る

G

一
一
)
四
北
匝
の
某
地
で
は
、
漢
口
か
ら
逃
避
し
た
紡
織
女
工

約
四
百
名
主
牧
容
し
て
‘
合
作
祉
を
組
織
し
、
黄
土
慢
を
穿
つ

て
筒
草
な
仕
事
場
を
設
砂
、
完
全
に
作
業
を
繕
槙
し
て
ゐ
る
と

云
は
れ
る
。

会
一
)
四
川
省
雲
陽
廊
の
高
陽
郷
・
江
口
鶴
の
隔
地
に
は
、
計

九
個
の
採
煤
合
俳
祉
が
あ
っ
て
、
年
採
茨
量
二
高
三
千
飴
噸
、

そ
白
侭
格
約
二
十
七
高
元
。

僚
主
+
=
一
巻

七

A 

第
六
揖

四

湖
南
省
零
陵
勝
治
水
灘
に
あ
る
燐
寸
製
造
L
場
は
、

中
闘
合
作
協
舎
西
南
匝
と
湖
南
省
建
設
騰
と
が
協
議
し
、
一
芯
の

省
立
火
薬
工
廠
を
移
し
、
操
業
し
て
ゐ
る
。

五

と
れ
を
要
す
る
に
、
合
作
組
織
に
よ
る
工
業
は
、
従
来
白
手

工
業
・
家
内
工
業
・

7

一
二
フ
ァ
ク
チ
ェ
ア
と
等
し
く
、
支
郊
の

事
情
に
遁
合
し
て
ゐ
る
と
云
ひ
得
る
が
、
後
者
同
様
に
、
極
め

て
小
規
模
で
能
率
低
〈
、
外
岡
品
並
に
工
場
製
品
に
劃
抗
し
得

る
も
白
で
た
い
こ
と
は
、
強
め
明
僚
と
見
ね
ば
た
ら
ぬ
。

+
ー
に
、
抗
戦
下
の
昨
応
急
策
と
し
て
も
、
そ
の
成
果
は
著
し
ぐ

局
限
さ
れ
て
居
り
、
殊
に
、
原
料
・
製
品
D
輸
送
困
難
、
資
金

の
調
達
雄
に
苦
み
、
到
底
抗
戦
力
の
重
要
支
柱
と
は
考
へ
得
た

ν、
。

一
部
で
宣
僻
す
る
干
う
に
、
工
業
合
作
組
織
あ
る

E
と
忙
よ
り
、
支
那
が
民
主
三
義
醐
閣
制
の
一
翼
で
あ
る
と
も
、

従
っ
て
、

民
主
一
々
義
喰
線
を
強
化
す
る
と
も
考
へ
得
守
、
宣
侍
・
風
評
の

み
徒
忙
多
〈
且
つ
飾
ら
れ
る
支
那
一
流
の
事
業
と
見
て
、
大
温

た
い
の
一
で
は
あ
Z
ま
い
か
。




